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診療体制
　医師は、3月末で、井川哲子が旭川医大に転出、
4月から、訟訴が赴任させていただきました。
　また、非常勤医だった島村智江が、4月以降、
週2日半勤務となり、主に外来診療を担当中です。
外来診療
　外来スタッフは医師の他、主に皮膚科勤務の看
護師3名と看護助手1名となっております。
　外来の診療時間、手術、検査日等は、昨年まで
と同様です。
　外来患者数は、9月までは前年並みでしたが、10
月、11Aと、新型インフルエンザの流行か、長期
化する景気の低迷の影響か、生命に直結すること
の比較的少ない皮膚疾患の患者の受診控えがあっ
たのか、明らかに患者離れがありましたが、師走
の声とともに、患者の戻りが感じられました。
　また、どこの科でも、多かれ少なかれいたであ
ろうモンスター・ペイシェントは、当科でもいま
したが、外来の流れが止まってしまい、以降の患
者の待ち時間に大きな影響を与えることは少なく
て済んだように思われます。
病棟診療
　皮膚科の病棟は、昨年同様3階東病棟でした。
この1年の入院患者総数は108名でした。本年度
は、DPCの導入もあり、入院前にできる検査は、
可能な限り、外来で済ませてから入院していただ
く形をとったこと、昨年は、感染症を中心に比較
的重症の患者が多かったのに対し、本年は、手術
の患者が多く、術後に大きな問題がない場合は、
早期に退院という形をとったこと、また、3階東
病棟の他科の稼働率が高かったもあり、入院させ
ず、できる限り、外来で治療した例もあったこと
などもあり、1日当たりでは、一昨年並みの平均
4名となりました。それでも、アナフィラキシー
ショック、小児の熱傷等で、他の病棟にもお世話’
になることもありました。この場を借りてですが、
スタッフの方々に感謝させていただきます。
手術
　手術は1年間で、125件でした。皮膚、皮下腫
瘍摘出術が主ですが、他に皮膚悪性腫瘍摘出術、
植皮術、皮弁形成術なども施行しました。
おわりに
　平成21年に経験した疾患の特徴としては、比較
的軽症で済んだ例が多かったが、乳幼児の熱傷が
多かったこと、一方、90歳代、中には100歳を越
えた、皮膚の悪性腫瘍の患者が複数おられ、以前
なら、放置、あるいは、対症的、保存的な対応と
なったであろう方たちですが、まだまだお元気な
方が多く、麻酔科の医師の御協力もあって、根治
的手術をさせていただいた例も複数あったことが
挙げられます。
　今後とも、他科の医師、看護師、はじめ、病院
の全スタッフのお手を煩わせることが多いことと
は存じますが、よろしくお願いいたします。
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